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１１.. ははじじめめにに  

 

わたしどもは、何らかの形で自分を表して生きている。

その意味では、もともと表現と保育は不可分に結びつい

ている。そう考えると、平成元年の幼稚園教育要領で領

域「表現」が誕生したとき、歓迎したい気持ちになった。

保育内容「表現」を語るとき、「幼稚園教育要領」の歴史

的変遷における保育内容の捉え方として、1989 年改訂の

保育内容の捉え方を忘れることはできない。領域観の 180

度の転換注と 6 領域から 5 領域への変更である。ここか

ら、保育内容「表現」の探求が始まったと言っても過言

ではない。当時の資料・雑誌でも新領域・表現の実践的

検討が行われている。そのうちの一つには、「新しい領域

「表現」は、従来の絵画製作・音楽リズムといった形で

はなく、子どもの表現の側面から育ちを考えるというこ

とになったわけ」だが、「それでもまだまだ、造形や音楽

や劇といった表現分野を合体させて扱う領域であるとい

った誤解が多いよう」だとの発言(大場) 1)をみることが

でき、足踏み状態であることが想像される。 

また、「いずれにしても、今回の改訂が保育現場にある

種をまいた。その中でも、「表現」という領域の新設が、

保育の現場に様々な迷いをもたらしているのではないか」

(黒川)2)、「これまでのように表現に関する具体的な活動

やできた作品ではなく、子どもの方に目がいくようにな

ったということでは、解放感がある」ということではな

いか。その解放感が戸惑いにも通じるのだろう(田中)3)。

そして、「その苦労は、やはりかなり次元の高い戸惑いや

迷いなんだろう」(黒川)4)と、誕生した領域「表現」の、

保育現場の受け止め(戸惑い・迷い)が論じられていた。 

さらに、保育者養成における「表現」領域の問題とし

て、「保育者養成の場で「表現」に関する講座を担当しな

がらも、それぞれの表現活動のプロではなく、保育研究

者として自分を位置づけようとする人」は珍しく(黒川) 

5)、「保育者養成の場で、子どもの表現活動に関係する講

義や授業をする人の多くが、できるならその表現分野の

専門家としての活動に専念したいと願って、そういう意

味でプロ意識を持ってい」る (黒川)6) 。「専門家になり

切れなかった人が、その表現の分野について保育者にな

ろうとしている学生程度なら教えることができるし、何

となく自分の専門性とも離れずにいられるといったニュ

アンス」がないだろうか。(望月)7)、などとする「表現」 

担当者の問題も議論された。このことは当然とも言える。

また、日本保育学会第 63 回大会自主シンポジウム『「そ

こにピアノがあるから」ですかー子どもたちの表現を支

えるためにー』(企画:今川恭子)8)では、養成機関でのピ

アノ指導者の責任は重い(水戸)9)など、音楽という面か

ら養成校の課題に言及している。 

「表現」誕生から 30 年、領域「表現」そのもののとし

て、また教える側の領域「表現」理解の問題としても、

これら両面から、それらの問題がすべて解決されたとは

言い難いだろう。だが、「表現」が特段の誕生経緯の説明

も要することなく、五領域の一つに違和感なくなじんで

くる中で、本稿では、「表現」誕生時の議論を踏まえつつ、

領域「表現」について必要なことを確認しておきたい。 
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今、保育界では、待機児童の解消や少子化対策などか

ら、制度をはじめ大きな枠組みの変革にのみ目がいくよ

うな状況である。それらは、子どもの園生活にもちろん

かかわってくる大きな問題であるには違いないが、保育

は遊びを通して行われるということやそこでの保育内容

に関する、もっといえば、子どもへの保育者のかかわり

を左右する問題を丁寧に議論することが手薄になってい

ると感じるからでもある。領域「表現」についていえば、

やはり、誕生当時のある幅のある年数が、最も熱く議論

された時代であることは言を俟たない。 

 

２２.. 二二つつのの歴歴史史資資料料とと平平成成元元年年版版「「領領域域」」のの意意図図  

 

今、10 年ごとに幼稚園教育要領が見直され改訂されて

も、「領域」とは何かが問題になることはない。しかし、

平成元年版においては、「原案が示されたときから、保育

界では大きな問題」となった。「いわゆる「六領域」がな

ぜ「五領域」になったかという反応を含めて、まさに反

響多大なもの」があった。これらの大場の言 10)を俟つま

でもなく、当時、この大改訂をまたぐような形で保育研

究者としてあゆみ始めたばかりの筆者にも熱い実感があ

る。 

  まず、二つの歴史資料を見てみたい。これらは、平成

元年版幼稚園教育要領が告示される際に、それに先立っ

て文部省から出され、その後も、各所で度々引用・紹介

されたものである。決して珍しいものではなかったが、

現在、養成校で表現を担当する若い世代にとっては、生

まれた当時、あるいは、それ以前の資料となっている場

合もあり、30 年の中で歴史的な重みも感じるようになっ

た。現在の領域および「表現」の原点として、また背景

として、いま再びそこに立ち返っておきたい。 

そのうちの一つ、昭和六十一年九月三日付「幼稚園教

育の在り方について」11) (幼稚園教育要領に関する調査

研究協力者会議) Ⅳ改善の視点３において以下のように

述べられていた。 

 

⑵⑵  現現行行のの「「領領域域」」のの取取りり扱扱いいににつついいてて工工夫夫ををすするる  

    幼稚園教育は、幼児の生活を通して行われるもので

ある。そのためには、幼幼稚稚園園のの教教師師がが、、幼幼児児のの発発達達をを

十十分分把把握握しし、、総総合合的的なな指指導導をを行行ううたためめのの分分析析的的なな視視点点

ををももたたななくくててははななららなないい。。現行の幼稚園教育要領にお

いては、教師が幼児の内に育つものをとらえる際の視

点を提供する観点から、「ねらい」を、「健康」、「社会」、

「自然」、「言語」、「音楽リズム」、「絵画製作」の六つ

の「領域」に分類して示しているが、「「領領域域」」がが単単にに

小小学学校校のの教教科科ををよよりり簡簡易易ににししたたももののととととららええらられれるる

ななどど、、そそのの意意図図はは必必ずずししもも幼幼稚稚園園のの実実際際のの指指導導のの場場でで

十十分分にに理理解解さされれてていいなないい。。このような状況を踏まえ、

現行の幼稚園教育要領において各領域に分類して示

されているような視点が、教師にとっては必要なもの

であると同時に、幼児に直ちに分割的、体系的に課す

るべき指導内容ではないことが分かるよう、「「領領域域」」

とといいうう名名称称をを変変更更すするるこことともも含含めめ、、そそのの示示しし方方をを再再検検

討討すすべべききででああるる。。  

[太字:金澤] 

  

小学校教育とは厳に異なる幼稚園教育、生活を通して

の指導という意図が誤解なく実現されるよう、「領域」と

いう名称の変更も含め、どう示すかの再検討を求めてい

る。 

 さらに、もう一つの資料を見ておきたい。昭和六十三

年八月、文部省から出された「幼稚園教育課程講習会説

明資料」12)である。 

 

３３．．幼幼稚稚園園教教育育要要領領改改善善のの要要点点  
⑴ 教育内容に関する改善の要点 
① 領域の編成 

現行の教育要領においては、幼稚園修了までに指導

することが望ましいねらいを、教師が幼児の行う経験

や活動を通して総合的な指導を行う際の視点として、

六つの領域にまとめて示している。これらの領域に示

されたねらいは、幼稚園生活の中で幼児が行っている

経験や活動を取り上げ、そこに含まれるねらいを抽出

し、類似したものをまとめて領域を編成したものであ

る。 
したがって、領域に示された事項は相互に有機的な

関連を持ちながら、幼児が具体的な経験や活動を行う

中で達成されるものであり、実際の指導に当たっては、

全領域を見通し、幼児の実情に応じて事項を組織して

具体的なねらいを設定する必要があるとされていた。 
ししかかしし、、実実際際ににはは、、ここののよよううなな領領域域のの性性格格がが十十分分にに

はは理理解解さされれずず、、領領域域のの名名称称ややそそのの内内容容がが小小学学校校のの教教科科

内内容容とと混混同同さされれややすすいいももののででああっったたここととななどどかからら、、領領

域域をを小小学学校校ににおおけけるる教教科科とと同同様様にに取取りり扱扱っったたりり、、領領域域

をを特特定定のの経経験験やや活活動動とと対対応応ささせせるるななどど、、幼幼稚稚園園教教育育にに

ふふささわわししくくなないい実実践践がが行行わわれれるる傾傾向向ももみみらられれたた。。  
このような実情を考慮して、幼児の生活全体を通し

て総合的な指導を行うための視点であるとする領域の
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をを特特定定のの経経験験やや活活動動とと対対応応ささせせるるななどど、、幼幼稚稚園園教教育育にに

ふふささわわししくくなないい実実践践がが行行わわれれるる傾傾向向ももみみらられれたた。。  
このような実情を考慮して、幼児の生活全体を通し

て総合的な指導を行うための視点であるとする領域の

性格を今後も受け継ぎながら、幼幼稚稚園園教教育育がが何何をを意意図図

ししてて行行わわれれるるかかがが明明確確ににななるるよようう、、新新たたなな視視点点かからら領領

域域をを編編成成すするるここととととししたた。。即ち、幼児の活動の実態を

踏まえ、幼児期に育てたい心情、意欲、態度などを具

体的な目標である「ねらい」とし、それを達成するた

めに指導する事項を「内容」としてこれらを発達の側

面からまとめ、以下の五つの領域とした。 
 
・心身の健康に関する領域「健康」 
・人とのかかわりに関する領域「人間関係」 
・自然や身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」 
・言葉の獲得に関する領域「言葉」 
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[太字:金澤] 

 

幼稚園教育における領域とは、園生活で幼児がしてい

る経験や活動を取り上げ、そこに含まれるねらいを抽出

し、類似したものをまとめて編成したものであった。各

領域に示された事項は相互に有機的な関連を持ちつつ、

幼児が具体的な経験や活動を行う中で達成される。実際

の指導では、全領域を見通し、幼児の実情に応じて具体

的なねらいを設定する必要があるが、領域のその性格が

十分に理解されず、領域を小学校における教科と同様に

取り扱ったり、特定の経験や活動と対応させるなど、幼

稚園教育にふさわしくない実践が行われる傾向もあった。

幼児の生活全体を通して総合的な指導を行うための視点

としての領域の性格を受け継ぎ、幼稚園教育の意図が明

確になるよう、新たな視点から領域を編成した。幼児の

活動の実態を踏まえ、幼児期に育てたい心情、意欲、態

度などを具体的な目標である「ねらい」とし、それを達

成するために指導する事項を「内容」として、これらを

発達の側面からまとめ、五つの領域とした。(後略)  

以上、二つの資料で繰り返し強調されたことは、領域

を小学校における教科と混同することなく、小学校教育

の二番煎じではない、真に幼稚園教育にふさわしい実践

が行われるようなものにしたということである。 

  

３３..  五五領領域域とと領領域域「「表表現現」」のの登登場場  

  

「今までの六領域が五領域になった。そのことを知っ

たとき現場の保育者がはじめに感じ取ったのはいかなる

ものだったか」と、秋山は以下のように続けている 13)。 

 

 

「音楽リズム」と「絵画製作」が合体して、あるいは

統合されて『表現』という領域になった。そのようにお

おかたかたの保育者は考えた。 

なるほど「健康」はそのまま「健康」であり、「社会」は

「人間関係」、「自然」は「環境」、「言語」は「言葉」とい

うように簡単に図式化できる。したがって「音楽リズム」

と「絵画製作」は、まさしく表現であるのだ。(中略) 

とはいえ、従来の「音楽リズム」と「絵画製作」を「表

現」という一つの領域としてとらえていくということに

なると、ややははりり現現場場のの保保育育者者はは実実践践のの上上ででもも戸戸惑惑いいをを禁禁

じじ得得なないい。。  

まず、表表現現活活動動ととししててのの位位置置づづけけははどどううななるるののだだろろうう

とといいうう戸戸惑惑いいががああるる。。たしかに『内容』の⑹には、“音

楽に親しみ、歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使ったり

する楽しさを味わう”とあり、これは「音楽リズム」の

ことをいっているようだし、⑺には、“かいたり、つくっ

たりすることを楽しみ、遊びに使ったり飾ったりする”

と記されているのをみると「絵画製作」のことだろう。

さらに⑻では、“自分のイメージを動きや言葉などで表現

し、演じて遊ぶ楽しさを味わう”とあるが、これなどは

表現活動としてのいわゆる「劇遊び」のことをいってい

るのではないか。そうすると、“豊かな感性を育て、表現

する意欲を養う”ことを「ねらい」とし、そのねらいを

“達成するために指導する事項”であるところの「内容」

の中に絵画や音楽リズムや劇あそびなどの表現活動が位

置づけられているとまずは考えられるわけである。 

ににももかかかかわわららずず戸戸惑惑ううののははななぜぜかか。。『観点』や『ねら

い』、そして『内容』の⑴から⑶を繰り返し読むと、どう

も今言っているような表現活動 以前
・ ・

の表現というもの

を射程に入れて熟考せざるを得ないのである。わけても

『内容』⑴生活の中で様々な音、色、形、手触り、動き

などに気付いたり楽しんだりする、⑵生活の中で美しい

物や心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにする、

⑶様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさ

を味わう、などは、どのような表現活動としてとらえる

のか。従来の「音楽リズム」「絵画製作」「劇遊び」など

の表現活動を課業的に指導していたおおかたの現場で

は、当然このあたりから意識の変革を強いられるところ

ではないか。要するところ、従来とらえていた表現活動

の、その表現活動以前の表現を今後どのように表現活動

とみていったらよいのか、さらにその表現活動以前の表

現をどのように表現形式としての活動に結びつけてゆく

か、が問われているのだ。 

[太字,点線:金澤] 
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ここで、秋山が繰り返している保育現場・実践サイド

の戸惑いが、戸惑いとして 30 年間現場で追及・検討され

てきたとしたら、鼓笛隊の見栄えのよさを誇るような保

育・園はなくなったのではないだろうか。 

 単純に、六つあった領域が五つになったという受けと

め方や、理解をされないために、岸井 14)は以下のように

説明している。「子どもは「まるごと」育つわけで、その

育ちを分解してしまったら育ちにならないわけですが、

保育者としては子どもの発達の諸側面を分析的に見る必

要がある。そこで幼児の実際の生活をもとにしながら、

「発達の側面」ということでまとめてみると、結果とし

て五つの領域が浮かんできた」15)。領域名については、

「元号と同じで漢字二字を原則とするということで誤解

の余地をのこしてしまったことはかえすがえすも残念」16)

だとする。 

「領域」は「幼児期に育つもの、育てたいもの、そし

て、それを支えるべき教師の観点でまとめられています

から、その「領域」は「活動」そのものを意味してはい

ないんですね。ですから、具体的に「どういう遊びをす

るか」ということとは、直接関係がないんです。 

 なぜならば、ひとつの遊びには、いろんな「領域」が

含まれていますから。よくいわれるようにおいかけっこ

ひとつにしたって、人とのかかわりは育つし、心も体も

育つし、環境との取り組みもあるんですからね。しかも

「おーい」と呼んだり、あるいは「やったーっ」と叫べ

ば、これは感性と表現や言葉の領域ですよ。――という

ふうに、ひとつの遊びからいろんな「領域」のものが育

つんです。そういう見方をすると、「健康」領域の遊びと

か「表現」領域の活動とかいうふうに単純化して考えて

いくほうがおかしい。もちろんウエイトの差はそれぞれ

によってあるでしょうが、あらゆる「領域」にわたって

いるのが子どもの活動なんですね。だから、子どもの遊

びのなかにはすべての「領域」が含まれているんだ、そ

のなかから、この「領域」の「内容」はどう経験されて

いるか、という見方をしなければ、まったく今回の『教

育要領』の趣旨とは違う指導計画になりかねない」17)。 

「この領域は、豊かな感性を育て、感じたことや考え

たことを表現する意欲を養い、創造性を豊かにする観点

から示したものである」18)とされ、登場した。以下のこ

とが「ねらい」としてあげられている。 

 

 

 

 

⑴ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性を

もつ。 

⑵ 感じたことや考えたことを様々な方法で表現しよう

とする。 

⑶ 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽し

む。                   

[下線:金澤] 19) 

教育要領には「ねらい」が各領域に三つずつ、五領域

で合計十五あるが、どこにもなにを「させる」というの

はない。「内容」にも具体的な活動は一切のっていない。

「ねらい」が達成されるように考えていく 20)。 

近藤は平成元年の「新『教育要領』が期待しているも

の」として以下のように言う 21)。「今回の新『教育要領』

の実践を考えてみるとき、実際に幼稚園ではどういうか

たちで展開すべきかという規制はないんですね。ただ、

新『教育要領』が非常に重要なことをいっていることは

たしかなんです。保育者はなにをしていかなければなら

ないか、ということはかなりはっきり示してあると思う

んです。 

新『教育要領』が期待しているものはたいへん基本的

なことであって、その実践は各幼稚園に任されているわ

けです。(略)その「願い」をこめた「ねらい」というも

のは、まさにそれぞれの幼稚園における具体的なものな

んです。(略) 

 そういう意味で、子どもがみずからかかわり、活動を

生み出したり、つくり出したり、展開していく環境を教

師はどういうふうにして用意していくか、そこに教師の

意図があらわれてくると思うんですね。そして実際に展

開された子どもの活動に対して、子ども自身がどんな充

実感を味わうことができるか、そのために教師はどんな

「援助」をしたらいいのか、それは具体的な場で考え、

行動されるべき問題なんですね」。 

 

次の改訂、平成 12 年版で「改訂の要点」として領域「表

現」では、「幼児自身の表現しようとする意欲を受け止め

て、幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽しむこ

とができるようにすることを内容の取扱いに新たに示し

た」22)と述べられている。結果、「感じたことや考えたこ

とを自自分分ななりりにに表現することを通して、豊かな感性や表

現する力を養い、創造性を豊かにする。」とされ、ねらい

の⑵(下線部参照)が、「感じたことや考えたことを自自分分

ななりりにに表表現現ししてて楽楽ししむむ。。」(変更箇所太字:金澤)となって

23)、平成 20 年版 24)を経て、現行の幼稚園教育要領・保
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育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領

に引き継がれている 25)26)27) 。  

また岸井は、「生活の中でなかでさまざまな表現を楽し

む」ことについて以下のように発言している 28)。「たと

えばこれまでの絵画製作でいえば「いろいろな用具を上

手に使う」なんていう「ねらい」をまず立ててしまう。

そうすると、ひとつの用具を下手に使っているのをその

まま見ているわけにもいかなくなっちゃうんですよね。

あるいは「自分や友だちの作品を見たり、それについて

話し合ったりする」なんていう。いかにも小学校の話し

合いというやつが連想されるんですね。あるいは「身近

にある美しいものを見て喜び、作品などを大切にする」。

音楽リズムでいいますと「素直な声、はっきりした言葉

で、音程やリズムに気をつけて歌う」「曲の速度や強弱に

気をつけて楽器を弾く」。むずかしくなると「短い旋律を

つけて歌う」「知っている旋律に自由に言葉をつけて歌

う」。こういう「ねらい」がやたらにあって、それをいち

いち子どもの活動に結びつけてやらせていくというのは、

子どもにとってなんとも耐えられなかったと思うんです

よね。ここれれががいいままままででののややりり方方。  

ところが、今回の『教育要領』では「いろいろなもの

の美しさなどに対する豊かな感性をもつ」といわれてい

ます。これが「ねらい」の⑴ですね。いわゆる美しさだ

けではなくて、「「ななどど」」とといいうう言言葉葉がが思思いいををここめめてて入入れれ

らられれてていいるるんんでですす。美しさというのは「うわあ、きれい」

っていうだけじゃなくて、それこそ「きたない!」という

のもあれば、大きな迫力を感じることだってある。そう

いう「など」に対する感性を大事に育て、「感じたことや

考えたことを様々な方法で表現しようとする」。これが

「ねらい」の⑵ですね。さまざまなということは、自分

なりに思い思いの精いっぱいのやり方があるだろう、と

いうことです。そして、⑶には「生活の中でイメージを

豊かにし、様々な表現を楽しむ」とあります。ここでな

にかをさせなきゃいけない、これで学習させなきゃいけ

ないと思うのは間違いなんですね。 

もうひとつの問題は、表現といってもこれは感性の問

題でもあるんですね。感性というのは、実際にあるもの

をどう感じるかということであって、その力を育てるた

めに先生はいったいどうしたらいいのか。」[太字:金澤] 

<『領域「表現」を生かすには』より> 

   

こうした表現をめぐる議論の流れは、まだまだ数は少

ないものの、子どもの主体的なあそびの場における表現

へと研究者の目をフォーカスさせることになった、とい

ってよいだろう。たとえば、最近の研究から拾うと、乙

部(2018)29)は、幼稚園の四歳児クラスで幼児が環境と相

互作用する様子や、幼児が自発的に開始したアイドルご

っこ遊びを分析し、保育者の援助の下、音を介した表現

が遊びの中でどのように展開していくのかを明らかにし

ようとした。そこへの流れの背景に今川(2008)30)をあげ、

「幼児音楽教育の研究分野では、研究数は少ないものの、

近年閉じた音楽活動や音楽指導の殻から抜け出し、子ど

もたちが生活の中で、遊びという経験を通して、環境と

相互作用しながら生きる文脈に目が向け始められてきた」

とし、和田(2008)31)、矢部(2011)32)、今川 (2006)33) の

研究をあげる。 

 同様の変化は、描画・造形的なもの、劇、身体的な表

現分野にもあるだろうし、保育実践の場にもある。次に、

一見、領域「表現」の範疇と思われがちなものの、ほか

の領域とのかかわりを見ておきたい。  
 

４４..  表表現現活活動動とと思思わわれれががちちなな場場面面ででのの  
子子どどもものの表表ししへへのの表表現現以以外外かかららのの視視点点  

 

((11))保保育育のの実実際際～～ああるる保保育育者者のの実実践践かからら 34)  

 

年中組の三学期にクラスで流行していた「なぞなぞ遊

び」が、年長組に進級してからもまだ続いていた。私は

この遊びが発展するといいなと思い、さらにこの遊びの

様子から、一人一人の育ちを把握できることを願った。 

四月八日、進級して一週間め、私は花や動物などを描

いた紙の上に、直径七ｃｍほどの穴を開けた厚紙をのせ、

穴から見える絵の部分をヒントに、何が描いてあるのか

あてっこをして遊んでみた。どの子も興味をもって自分

たちで簡単な絵を描き、お互いにあてっこを楽しんでい

た。そんな中で、ある子の行動が目につき気になった。

ユウという女児である。自分の物は絶対に自分だけの物

であり、友達が「見せて」といっても自分の気に入らな

い子には見せようとしなかった。特に、ヒロヨのことは

好きではないようである。 

 

ある日、ユウたち女の子四人が、ままごとをしていた。

登所してきたヒロヨが「まして」(入れての意)というと、

その中の一人が「ユウちゃんから始めたし、ユウちゃん

に聞きね。」という。そこでヒロヨは「ユウちゃんまして」

と尋ねた。ところが、ユウは返事をせず知らん顔。もう

一度、ヒロヨが「まして」と前より頼むようにいった。

それでも返事がないので、何度も繰り返した。無視され



教職課程センター紀要　第 5 号

64

てションボリしているヒロヨを見て、その中にいた一人

が「ユウちゃんましてあげようか」と仲を取り持つよう

にいうと、ユウは「どうでもすれば」とぶっきらぼうに

いった。その後も、ヒロヨと一緒に遊ぶ様子もなく、ヒ

ロヨの要求は全く聞き入れてあげず、最後には泣かせて

しまった。そこで、私が仲立ちとなりヒロヨの気持ちを

伝えたが、素直に「ごめんなさい」はいえなかった。こ

んなユウではあるが、一方ではイメージも表現力も豊か

で、みんなをリードする場面もみられる。 

 

四月の終わりごろ、パネルシアターの P ペーパーの切

れ端を出しておいたところ、ユウがフェルトペンで“つ

くし”を何本も描き、♪つーくしがのびた、つーくしが

のびた♪と『お花が笑った』の曲の替え歌を歌っていた。

そしてその“つくし”をパネルに並べて遊んでいた。そ

れが他の子への刺激となり、チョウやウサギの絵も増え、

替え歌が二番・三番とふくらんだ。このパネルシアター

は、四月のお誕生会に、保育所のみんなに見せてあげる

ことができた。 

このように、ユウの遊びを創り出す表現力が育ってい

るだけに、友達に向けての表現が気になるのである。ヒ

ロヨに限らず、他の子たちとの間でも、最初は仲良く遊

んでいても、自分の思いが通らないとすぐ手が出て友達

をぶってしまう。ぶったことが悪いとわかっても謝れな

い。 

年長組になると、多くの子どもたちは「ありがとう」

とか「ごめんなさい」とかいう言葉が自然に身について

きている。時に応じて、感謝や謝罪の気持ちを表しあう

ことが、みんなで気持ちよく過ごすために大事であるこ

とがわかってくるからだろう。ところがユウは「ありが

とう」がいえるのだが、「ごめんなさい」がいえないので

ある。このような人とのかかわりにおけるユウの態度は

どこからくるのだろうか。心の育ちの上に何か問題があ

るのだろうか。 

 

『なぞなぞ遊び』が発展し、男の子たちは、「なぞなぞ

を発案できる僕たちは博士だ」といい出した。園庭に出

て土の中の幼虫を見つければ、幼虫博士になって図鑑で

調べる。女の子たちは、ふろしきを頭や体に巻きつけ、

おしゃれ博士になっておしゃれの研究をしている。 

ある日、「博士って、すごい物発明せんといかんのやね。」

「そんなら、タイムマシンをつくってキョウリュウ時代

に行こう。」「そうや、ドラゴンボールでもタイムマシン

に乗っとったよ。」と男の子たちの会話が弾んだ。 

翌日、ユカが「私こんなタイムマシンに乗って行きた

いわ。きのうおうちで描いたんや。」と一枚の絵を見せて

くれた。それは、ウサギの形をしたたくさんのお友達が

乗れるタイムマシンであった。これを見たユウが、早速

描き出したのは、やはりお友達がたくさん乗れる『ヒヨ

コタイムマシン』であった。「先生、私のは窓もついとる

んやよ。」と得意気にいう。私は「しめた!」と思った。

一人ではこれだけ大きなタイムマシンはつくれっこない。

多分友達と協力しあってつくり上げるよい機会になるだ

ろう。これをきっかけに、いろいろな体験をし、相手の

気持ちを考えられるよう育っていってくれるのではない

かと思った。男の子たちも幾日かたつうちに、一人乗り

や二人乗りのタイムマシンの設計図を描き、部屋のあち

こちにはっていった。 

ユウは仲良しのメグミを誘って、段ボールに自分で決

めた色紙をはっていった。黄色とオレンジ色をバランス

よく二人ではっている。次の日、ヒロヨとサキが「私に

もさせて」というと、「うん」といい返事。どうも、自分

たちが少し疲れてきたからのようにも思える。そのまま

二人に任せて、ユウとメグミは遊戯室のほうへ行ってし

まう。三十分ほどして戻ってくると、タイムマシンを見

て「なんかへたくそにはってある」と目つり上げていっ

た。いわれた二人はションボリしている。ユウとメグミ

はまた続きを始めだした。少ししてメグミが「まあいい

か、私もちょっとここへんなのにはってしまったし。」と

いった。メグミは自分にとても正直である。確かにヒロ

ヨたちは上手にはってはいないと思いながらも、自分も

うまくできていないところを素直に認めている。自分が

相手より上手なのではなく、自分も相手も同じだという

気持ちになれる心が育っていると思う。ユウはメグミを

見てにやっと笑った。メグミの素直な言葉に自分もうな

ずけるものがあったようだ。 

タイムマシンの外側ができ上ると、今度は内側にコン

ピューターやファミコンゲーム、ジュースの機械などが

つくられていった。この時、ユウは一緒につくっていた

仲間に「ここは私のゲームを置くしだめ。そこもだめ。」

といってタイムマシンを独り占めする。特にヒロヨには

強い口調でいう。私が「ヒロヨちゃんも一緒につくって

くれたから、こんなに大きなタイムマシンができたのに

なあ。ヒロヨちゃんはユウちゃんが好きなのよ。」という

と、ヒロヨは「ユウちゃんは私のこと嫌いっていうんや」

と悲しそうにいう。私が「どうして」とユウに尋ねると、

「だっってメソメソするもん」という。私は「先生だっ

てそんなこといわれたらメソメソするわ」というと、黙
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ってヒロヨを見た。

その後、ヒロヨが「先生、私一人乗りのお花のタイム

マシンつくりたい。」といってきた。私は「そう、じゃあ

先生も手伝わせて。」といった。ユウは、お花タイムマシ

ンをつくっている私たちを、ときどき目でうらやましそ

うに見ている。そのうちユウがそばに来て「手伝ってあ

げる」というと、ヒロヨは「ありがとう」といった。こ

のヒロヨの気持ちをどれだけ理解できるかわからないが、

私は「いえるときでいいから、ヒロヨに『さっきはごめ

ん』っていっといてね。」とユウに促してみた。午後にな

って「先生、ごめんいったよ。」とユウが告げにきた。

今回の「ごめん」は先生に嫌われたくないから、先生

にいわれたからの「ごめん」であろう。ヒロヨの気持ち

がわからないわけではないはずである。ハキハキしてい

る自分とは反対のメソメソしているヒロヨをはがゆいの

かもしれない。ユウがメグミのような子とかかわりなが

ら、相手の気持ちを感じとれる心が育つようにと心から

願った。その心が育てばごめんなさいの心も育ち、時に

応じて「ごめんなさい」の言葉が出てくるのではないか

と思う。

(出所：中田眞知子 (1993) 友達とふれあう中での

心の育ち.教育美術 54⑷. 財団法人教育美術振興

会. p10)35)

(出所：中田眞知子 (1993) 友達とふれあう中での

心の育ち.教育美術 54⑷. 財団法人教育美術振興

会.p11）36)

 ((22)) 実実践践のの外外かからら実実践践をを読読むむ 37) 

   

人間が共に生きてゆく存在であるからか、私ども大人

は、子どもに対して“みんなで仲良く”ということを価

値あることとして要求する。「入れて」という他者の求め

に「いいよ」と応じられること、相手の親切に対して、

感謝の気持ち
「 あ り が と う 」

を表現できること、謝罪が必要なときには、

素直に「ごめんなさい」がいえること等は、人間関係を

円滑にして、そこへ至る道を開くということはいうまで

もない。

だが、保育の中で、当然のように子どもに願われるこ

の価値や人とのかかわり方を自分の生活に引き戻して考

えてみると、ヒロヨを受け入れることができない・素直

に「ごめんなさい」がいえないユウの態度は、心
・

の
・

育ち
・ ・

に
・

問題
・ ・

が
・

ある
・ ・

と
・

いう
・ ・

の
・

で
・

は
・

なく
・ ・

、私ども大人も

実は
・ ・

自己課題として負い続けているような、人とかかわ

って生きる人間の心のありようの原型であるように思わ

れる。
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私は「いえるときでいいから、ヒロヨに『さっきはごめ
ん』っていっといてね。」とユウに促してみた。午後にな
って「先生、ごめんいったよ。」とユウが告げにきた。
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にいわれたからの「ごめん」であろう。ヒロヨの気持ち
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応じて「ごめんなさい」の言葉が出てくるのではないか
と思う。
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だが、保育の中で、当然のように子どもに願われるこ
の価値や人とのかかわり方を自分の生活に引き戻して考
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ユウがつくった「つくし」

ヒヨコタイムマシン
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■■ 言言葉葉
ごめんなさい

がが問問題題ななののででははななくく・・・・・・  

確かに五歳児ともなれば、多くは 感謝
ありがとう

や 謝罪
ごめんなさい

の言

葉を使うことができるようになる。しかし一方で、続け

ざまに「ごめんね」を連発し、「もう十回ごめんねしたか

ら、あやまった。」とか、逆に、「十回もごめんねしたの

に許してくれない。」と不満を抱くような謝罪の型だけを

遂行する姿、また、いかにも（（悪かったな））という表

情をして 黙って
・ ・ ・

いる
・ ・

子に、周りの子どもたちがすすん

で、この場合どちらが悪いのかを 観念的
・ ・ ・

に
・

判断し、「ご

めんね」の言葉――心情ではなく――を要求する姿もあ

る。 

保育者も究極的に願っていることだが、大切なのは、

このように謝罪の型を獲得することではなく、他者への

気持ちの育ちである。だが、自分とは違う思いでいる他

者の気持ちを子どもが感じているかどうかを、その時

どきにおいて判断する指標を、私ども大人は、とかく

謝罪
ごめんなさい

の言葉に求めがちである。そのことは、ややもす

ると「ごめんなさい」をいうように仕向けようとしてし

てしまう保育者のかかわりを生む。そういうかかわりや

その背景にある大人の価値観が、先のような子どもたち

の姿につながっていくような気がする。 

事例の保育者の場合も、気持ちを育てたいという思い

とは裏腹に、そのかかわりは、言葉
ご め ん

にウェイトがかかっ

ているのではないだろうか。 

一方
ユ ウ

が 他方
ヒ ロ ヨ

に謝ることを望むとき、望む人の中で審

判は下っている。保育者は、子どもの 審判者
レ フ ェ リ ー

ではない

から、一方が他方に謝ることを目指してかかわるのでは

なく、その場における 両者
・ ・

の
・

気持ちの橋渡しができる

といいと思う。ユウ
・ ・

の
・

気持ちはどうなのだろうか。 

 

■■子子どどもものの言言動動のの意意味味をを考考ええるるこことととと保保育育者者ののままななざざ

ししのの変変換換  

物を容易に他者と共有できないとき、彼女にとって大

切なものだからこそ気に入った子にしか見せたくなかっ

たということはなかったか、((～ちゃんにしか見せたく

ない))ということは ((～ちゃんにだ
・

け
・

に
・

見せたい))と

いうことであり、そう思えるような親密な関係を結べる

特定の友達を得て、人っていいなと実感することがなけ

れば、いろいろな仲間と友達関係を結ぶことはできない

のだと考えると、ユウの行為は人との気持ちのつながり

をもっている一つの大事なステップだとみることもでき

る。『イメージも表現力も豊かで』『遊びを創り出す』こ

とができるだけに，こんなふうにしたいと描くものが確

固としてあって、それが他者の思いとぶつかったときに

は、譲れないということにもなるのだろう。『ヒヨコタイ

ムマシン』への思い入れが強ければ強いほど、『へたくそ

にはってある』ことに不満も覚えるし、『独り占め』もし

たくなるというものかもしれない。・・・ 

――私どもは、好むと好まざるとにかかわらず“望ま

しい子ども像”をすでにもってしまっていて、大勢の子

どもを相手に瞬時の判断を迫られる保育中には、どうし

てもそこから近視眼的に子どもをみることになりやすく、

自分の願いを押しつけてしまいがちになる。“～にみえる”

ということは、そのようにみる保育者の枠組みによって

そうみえるのである。だから、子どもの言動の意味を考

えてみるときには、視点を 自覚的
・ ・ ・

に
・

子どもの側に移し

てさまざまな角度から、みえてくるものにふれてみる。

それは、自分の枠組みを自覚化する作業でもある。ただ、

一人では難しいので、皆で見合っていけるとなおよいだ

ろう。 

こうして多角的に子どもの言動の意味を思い巡らせて、

子どもの気持ちにふれたり、新たな一面を発見したり、

自分の見方を相対化することの中で、保育者の心は、子

どもに向かって少し開き、子どもをみる目はきっと違っ

てくる。保育は関係性であるから、((困った、何とかし

なければ・・・))と思ってみるとき、子どもは、そうい

う存在としてとらえられている自分を意識するであろう

し、その心は他者に対して閉じている。しかし、自分を

肯定的に理解しようとしてくれる保育者の姿勢・まなざ

しに支えられるときには、その心を開いて向かいあって

くれるのではないだろうか。 

  

■■子子どどもものの思思いいのの受受けけととめめとと保保育育者者のの願願いいののすすりりああわわせせ  

本当にごめんなさいがいえるのは、相手の気持ちを受

けとめるから「ごめんなさい」なのである。他者の気持

ちを受けとめることができるためには、自分の気持ちを

しっかり受けとめてもらうってうれしいなという体験へ

の蓄積が必要である。ユウは、その
・ ・

まま
・ ・

で
・

保育者に受

けとめられているのだろうか。保育者に嫌われたくなく

て『ごめん』をいう彼女の保育者に対する親しみは、受

けとめられているのだろうか。そのうえで、入れて欲し

いヒロヨの気持ちをユウに、いま
・ ・

は
・

入れたくないユウ

の気持ちをヒロヨに伝え、彼女の気持ちをフォローしな

がら、“本当におもしろい遊びを思いつくユウちゃんだか

ら一緒に遊びたいヒロヨちゃんの気持ち、私もわかるな

あ”という保育者の気持ち(願い)も添えながら見続けて

いく必要を感じる。 
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■■共共にに楽楽ししくく遊遊ぶぶここととをを通通ししてて  

一緒に楽しく遊んで他者を親しい存在として感じるこ

とがなければ、他者の思いに気づいたり、受けとめたり

はできない。事例でもユウは、一緒に遊ぶ中で 友達
メグミちゃん

の思いに共感したり、まがりなりにも「ごめん」がいえ

ている。二人をとり結ぶ遊びの共通項を探したり・つく

り出すよう 自分
・ ・

の
・

保育を変えていくこと、そしてそこ

に生まれる援助のチャンスを逃さないようにすることが

保育者の課題であろう。ユウがヒロヨを手伝ったとき、

大好きなユウに優しくしてもらってうれしい(であろう)

ヒロヨの気持ちを、保育者がどのようにユウに代弁して

いるのか事例からうかがい知ることはできないが、こう

いう機会を子どもに返していくことが大切だと思う。 

 

５５..おおわわりりにに  

 

ここにあるのは、人とのかかわりの育ちへの、ある保

育者の悩みや保育・かかわりの課題である。表現の場で

のこととも当然見ることができる場面であるが、表現を

どう高めようかという視点は保育者にもほとんどなく、

子どもの仲間入りの課題を問題に自分のかかわりを振り

返っている。表現は、もちろん言葉による人とのかかわ

りの表し・表現にも関わる。絵画製作、音楽リズム、劇(的)

活動、身体的表現と分断して捉えることがなくなって(あ

るいは、減じて)、他の領域の視点でも縦横に考えられる

ようになったともいえる。作品やある形あるものにして

も、それを生み出すものは人、人と人とのかかわり、周

囲の環境とのかかわりである。表現する・表しの主体と

しての子ども同士の関係性の保育的課題を、普通に美術

教育雑誌で扱えることようになったのは、やはり新領域

「表現」の登場に負うところが大だろう。より保育の実

際に近づいたと言えるのかもしれない。 

また、研究の側面からは、表現活動における人とのか

かわりという点から、堀田（2019）38)の研究をあげてお

こう。堀田は、５歳児の描画活動において、どのような

微視的な相互行為によっていかに描画表現が展開するの

かを明らかにすることを目的とし、自由遊び場面を観察

し、幼児同士の応答行為を隣接ペアに基づき分析、以下

の分析結果を示している。すなわち、描画活動における

幼児の相互行為の中には、①取り込む対象や方法に差異

があることが示され、形や色などのアイデアは直接的に

描画に取り込む一方で、想像や情動を伴うテーマやモチ

ーフは、自分なりの工夫を加え取り込むこと、②描画の

確認・要請・関心を疑問として明示的に相手に伝えるこ

とが、幼児同士の相互理解を促すこと、③身体的同調を

伴う応答連鎖が、ある種の感情表現としての描画の生成

へ繋がることが明らかになった。―としている。新領域

「表現」の登場は描画表現という形あるものの展開の解

明にも、研究者がごくあたりまえの子どもの日常に伴奏

するような形へといざなったといえる。 

 

 

((注注))故・平井信義(平成二年版保育所保育指針改定委員

長)の言葉。下記の一文より。 

「これまでの「保育」が 180 度の転換を迫られてお

り、それが子どもの人格形成にとって極めて重要な

意味をもっているだけに、保育者は園内において、

本質に迫る討論を活発に繰り返してほしいと願っ

ている。そして、自発性のある子どもになるように

援助する保育を実現して、こんなよい子を育てたの

だから、小学校でそれをゆがめないような教育をし

てほしいという叫びをあげようではないか。それが、

現在の小学校教育の荒廃を救う道になればと願っ

ている。」(「おわりにかえて」,保育研究編集委員

会(編). 保育研究別冊 新幼稚園教育要領の読み

方. 建帛社. 152) 
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末表現などに多少の手を入れてある。 


